
 
 
平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 
 
平成24年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

修正の理由 
 平成23 年3 月11 日に発生した東日本大震災後の個人消費の冷え込みにより低迷が続いていた茸市場は、需要期とな
る秋口以降持ち直しが見られたものの、11 月に入ると温暖な気候や青果相場の下落等から再び悪化に転じました。また
野生茸や露地栽培茸からの放射性物質検出の報道が相次いだことも茸消費に大きなマイナス影響をもたらしました。かか
る状況の中、当社グループは、既に導入済の残留農薬・重金属検査機能に新たに放射性物質検査機能を加え、「雪国ま
いたけ安全システム」を通じて検査結果の情報開示を開始し、その取組みをテレビコマーシャルを通じて消費者に告知する
ことで当社商品の安全性をアピールしてまいりました。まいたけに関しては一定の効果があったものの、えりんぎ、ぶなしめ
じの販売低迷には歯止めがかからず、売上高は計画を割り込む結果となりました。 
 ぶなしめじの設備・品質面の問題につきましては、12 月においてようやく解決の見通しが立ち、12 月には過去最大量の
出荷実績となりましたが、10 月、11 月の最需要期に十分な供給体制が整わなかったことで大きな販売損失となりました。
また自動化ライン導入時期が予定からずれ込んだことで、製造コストの低減が進まず、原価を押し上げる結果となりまし
た。今後は安定的な生産体制となり、製品歩留の改善や自動化ラインの効率的な稼動と省力化効果の実現により製造コ
ストの低減が期待できますが、春に向けて需要が先細る状況の中で第３四半期連結累計期間までの計画差異を補うこと
はできず、通期の業績予想を修正いたします。 
 尚、上述のとおりぶなしめじ事業におきましては生産体制が整い、来期業績におきましては黒字回復を見込んでおり 
ます。中期経営計画におきましても、修正をおこない近日中に公表する予定でおります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績動向を踏まえ、平成23年10月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 31,000 1,400 1,000 900 24.85
今回修正予想(B) 26,800 △2,100 △2,800 △1,700 △47.05
増減額(B-A) △4,200 △3,500 △3,800 △2,600
増減率(%) △13.5 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

26,520 1,488 906 700 19.11

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 29,000 100 60 1.66
今回修正予想(B) 24,200 △3,300 △2,100 △58.12
増減額(B-A) △4,800 △3,400 △2,160
増減率(%) △16.6 ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期） 24,668 303 319 8.71


